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1.  平成25年3月期第3四半期の連結業績（平成24年4月1日～平成24年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

25年3月期第3四半期 17,002 ― 375 ― 378 ― 197 ―
24年3月期第3四半期 ― ― ― ― ― ― ― ―

（注）包括利益 25年3月期第3四半期 196百万円 （―％） 24年3月期第3四半期 ―百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

25年3月期第3四半期 18.39 18.30
24年3月期第3四半期 ― ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

25年3月期第3四半期 5,726 3,245 56.5
24年3月期 ― ― ―
（参考） 自己資本   25年3月期第3四半期  3,237百万円 24年3月期  ―百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
平成25年3月期（予想） 期末配当金の内訳 普通配当 9円80銭 記念配当 20銭 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

24年3月期 ― ― ― ― ―
25年3月期 ― ― ―
25年3月期（予想） 10.00 10.00

3. 平成25年 3月期の連結業績予想（平成24年 4月 1日～平成25年 3月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無   

売上高 営業利益
百万円 ％ 百万円 ％

通期
23,000 

～25,000
―

550 
～650

―



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(注) 「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」第10条の５に該当するものであります。詳細は、添付資料４ページ「２．サマリー
情報(注記事項)に関する事項（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づ
く四半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
１．当社は、平成24年10月１日に単独株式移転により、株式会社ピーアンドピーの完全親会社として設立されました。よって、当第３四半期連結累計期間（平
成24年４月１日から平成24年12月31日まで）の四半期連結財務諸表は、単独株式移転により完全子会社となった株式会社ピーアンドピーの四半期連結財
務諸表を引継いで作成しております。 
２．当四半期連結会計期間（自平成24年10月１日至平成24年12月31日）は、当社設立後最初の四半期連結会計期間ですが、「第３四半期連結会計期間」と
して記載しております。 
３．当第３四半期決算短信は、当社の設立後最初に提出するものとなるため前年同期との対比は行っておりません。 

※  注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  有
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  有
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 25年3月期3Q 10,933,100 株 24年3月期 ― 株
② 期末自己株式数 25年3月期3Q 187,200 株 24年3月期 ― 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 25年3月期3Q 10,745,900 株 24年3月期3Q ― 株
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当第３四半期連結累計期間（平成24年４月１日～平成24年12月31日）におけるわが国の経済状況は、一

部地域や業種において復興需要等により緩やかながら景気回復の兆しが見られたものの、各国財政問題に

起因した海外経済の減速や、消費税増税法案成立による将来の可処分所得の減少等、先行きの不透明感か

ら来る消費マインドの冷え込み等により、本格的な景気回復は不透明な状況となっております。 

このような中、当社のサービスに関わるマーケットの環境は以下の通りであります。 

SPOサービスにおける主要マーケットである移動体通信業界におきましては、番号ポータビリティに

よる新規契約が活性化したことにより、各携帯電話キャリア及び販売代理店の間では、ユーザー獲得に

向けた競争が激化いたしました。 

デジタル家電分野におきましては、家電量販店の統合が相次ぐ中、薄型テレビのデジタル放送移行時

の一時的な需要拡大の反動による販売不振が継続する一方、LED照明機器等の節電関連商品やタブレッ

トPC等の需要が高まってきております。 

ストア業界におきましては、個人消費意欲鈍化傾向による低価格志向が加速し、商品価格の値下げが

続いたことにより、厳しい経営環境が続いております。一方、コンビニエンスストアにおきましては中

食需要に合せたPB商品を拡充させ、女性や高齢者など幅広い客層へ対応することにより好調に推移して

おります。 

BYSサービスにおける主要マーケットの一つである流通業向けの棚卸サービス業界におきましては、

棚卸サービスの主要顧客である流通業の競争激化により厳しい状態が続いているものの、コンビニエン

スストアや専門店の新規出店が見込まれております。 

また、同主要マーケットの一つである物流業界におきましては、ネットスーパー等の電子商取引市場

の拡大に合わせ、物流拠点の新設の動きが引き続き続いております。 

③HRサービス※3領域 

HRサービス領域に関わる人材サービス業界におきましては、一部事務系派遣における顧客企業の人材

ニーズには、依然として厳しい状況にある一方で事業者向けコールセンター派遣、先の衆議院選挙にお

ける調査案件などにおいて、外部人材サービスに関する引き合いが堅調に推移いたしました。 

また、企業の求人意欲は改善傾向にあり、人材紹介案件につきましては、当社主要顧客先において安

定して推移いたしました。 

④その他サービス※4領域 

その他サービスの柱であるWebSPOサービス※5領域に関わるインターネット業界におきましては、スマ

ートフォン、タブレット端末の普及拡大を背景にインターネットの利用が継続的に増加し、それに伴い

市場規模も堅調に拡大しております。 

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）連結経営成績に関する定性的情報

①SPOサービス※1領域

②BYSサービス※2領域
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このような状況下で当社は、当第３四半期連結累計期間における営業活動として、当社が独自に開発し

たPPRシステム（P&P Reporting system）※6を活用したSPOサービス拡大を推進するべく、全国拠点網を活

かした請負案件の獲得と推進、新規クライアントの獲得、キャンペーンの獲得等に注力してまいりまし

た。また、通販市場の拡大に併せた営業活動の推進により、「BYSサービス」の業務が拡大し、物流拠点

における梱包・ピッキング作業や、配送業務の一括請負等の、大型案件の獲得が順調に推移いたしまし

た。HRサービスにおきましては、事業者向けコールセンター派遣や先の衆議院選挙における案件の獲得に

注力してまいりました。WebSPOサービスにおいては、インターネット市場の拡大を背景に、当社のサンプ

リングサイトである「もにったー」の登録者数増加と新規顧客の開拓を推進してまいりました。 

以上の結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は17,002,158千円、営業利益は375,845千円、経常利

益は378,464千円となりました。また、四半期純利益は197,648千円となりました。 

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。 

①SPOサービス事業 

SPOサービス事業は、外資系メーカーによる受注は順調に推移いたしましたが、一部クライアントに

おける人材の直接雇用化の影響により、売上高は10,606,933千円となりました。 

②BYSサービス事業 

BYSサービス事業は、バックヤードにおける大型請負案件の受注が好調に推移し、売上高2,909,197千

円となりました。 

③HRサービス事業 

HRサービス事業は、事業者向けコールセンター人材派遣や、先の衆議院選挙における調査案件等は順

調に推移いたしましたが、事務系派遣の人材ニーズ減少により売上高3,463,739千円となりました。 

④その他サービス事業 

その他サービス事業は、Webサンプリングサイト「もにったー」が順調に拡大し、売上高22,287千円

となりました。 

  

（注）※1：SPOサービスとは、「セールス・プロセス・アウトソーシング・サービス」の略で、放送・通信キャリア、

一般消費材メーカー及び各関連企業を中心に販売支援・営業支援に係る各種サービス業務を総称しておりま

す。 

※2：BYSサービスとは、「バックヤードサポートサービス」の略で、小売店舗・倉庫の商品棚卸代行業務や、販

売プロセスのバックヤード作業を支援するサービス（商品の仕分け、梱包）などを総称しております。 

※3：HRサービスとは、「ヒューマンリソースサービス」の略でコールセンター向け人材派遣・請負、事務・IT

人材派遣、人材紹介等を総称しております。 

※4：その他サービスとは、WebSPOサービス、海外支援サービスなどを総称しております。 

※5：WebSPOサービスとは、Webを使ったSPOサービスを総称しており、サンプリングサイトである「もにった

ー」や、成果報酬型求人サイトである「おいしい仕事」などを提供しております。 

※6：PPRシステム（P&P Reporting System）とは、独自で開発したシステムであり、Web環境を用い、日本全国

どこであっても、リアルタイムに必要な情報を報告できるシステムとなっております。独自に開発している

ため、汎用性があり、お客様の要望に合わせたカスタマイズが可能なシステムです。 
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（資産） 

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、5,726,035千円となりました。その主な内訳は、現金及び預

金1,986,190千円、受取手形及び売掛金2,403,529千円であります。 

（負債） 

負債は、2,480,248千円となりました。その主な内訳は、買掛金1,325,088千円、未払金377,115千円で

あります。 

（純資産） 

純資産は、3,245,787千円となりました。その主な内訳は、資本金1,384,091千円、資本剰余金552,622

千円、利益剰余金1,360,477千円であります。 

  

平成25年３月期の通期の業績予想につきましては、平成24年10月１日に公表いたしました業績予想と変

更はありません。 

  

該当事項はありません。 

なお、当社は、平成24年10月１日に単独株式移転により、株式会社ピーアンドピーの完全親会社として

設立されております。さらに、平成24年12月28日に現物配当により、株式会社ピーアンドピー・インベッ

クス、株式会社ジャパンプロスタッフ及び株式会社ピーアンドピー・キャリアの３社は当社の完全子会社

となっておりますが、連結の範囲に実質的な変更はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更） 

当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間(自 平成24年４月１日

至 平成24年６月30日)より、平成24年４月１日以後に取得した有形固定資産については、改正後の法人

税法に基づく減価償却の方法に変更しております。 

 これによる当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える

影響は軽微であります。 

（２）連結財政状態に関する定性的情報

（３）連結業績予想に関する定性的情報

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
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３．四半期連結財務諸表
（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,986,190

受取手形及び売掛金 2,403,529

商品 25,469

前払費用 64,467

繰延税金資産 25,883

未収還付法人税等 144,782

その他 66,134

貸倒引当金 △2,769

流動資産合計 4,713,686

固定資産

有形固定資産 144,350

無形固定資産

のれん 86,344

その他 66,566

無形固定資産合計 152,910

投資その他の資産 696,546

固定資産合計 993,808

繰延資産 18,540

資産合計 5,726,035

負債の部

流動負債

買掛金 1,325,088

未払金 377,115

未払費用 117,673

未払法人税等 61,934

未払消費税等 210,713

預り金 143,871

その他 5,238

流動負債合計 2,241,636

固定負債

長期未払金 9,400

退職給付引当金 2,636

役員退職慰労引当金 226,575

固定負債合計 238,612

負債合計 2,480,248

5

㈱P＆Pホールディングス（6068）平成25年3月期第3四半期決算短信



(単位：千円)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,384,091

資本剰余金 552,622

利益剰余金 1,360,477

自己株式 △58,427

株主資本合計 3,238,764

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △1,451

その他の包括利益累計額合計 △1,451

新株予約権 8,474

純資産合計 3,245,787

負債純資産合計 5,726,035

6

㈱P＆Pホールディングス（6068）平成25年3月期第3四半期決算短信



（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
四半期連結損益計算書
第３四半期連結累計期間

(単位：千円)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年12月31日)

売上高 17,002,158

売上原価 13,935,467

売上総利益 3,066,691

販売費及び一般管理費 2,690,846

営業利益 375,845

営業外収益

受取利息及び配当金 3,152

その他 3,949

営業外収益合計 7,102

営業外費用

支払利息 3,763

その他 719

営業外費用合計 4,483

経常利益 378,464

税金等調整前四半期純利益 378,464

法人税、住民税及び事業税 173,621

法人税等調整額 7,194

法人税等合計 180,815

少数株主損益調整前四半期純利益 197,648

四半期純利益 197,648
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四半期連結包括利益計算書
第３四半期連結累計期間

（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 197,648

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △1,538

その他の包括利益合計 △1,538

四半期包括利益 196,110

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 196,110
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該当事項はありません。 

  

設立日と比較して株主資本の金額に著しい変動はありません。   

  

  

  

  

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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